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結果

近年、普及しつつある両面受光型太陽電池パネルは、垂
直に設置しても十分な発電量が得やすいと考えられる。この
設置形態では、これまでガラスやプラスチックで作られていた
屋外の仕切り板や看板、案内板などに用途の拡大が見込ま
れる。
本研究では、フラットな太陽電池パネルを「市街地」に設置

することを目指し、太陽電池パネルに内蔵させるバイパスダ
イオードを開発した。加えて、このダイオードを内蔵したフラッ
トなパネル表面を加飾するデザインを考案した。
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１ 放熱特性の測定
一般に電子回路の熱設計は、素子の消費電力ごとに上昇

した温度を測定し、消費電力と温度の傾きである熱抵抗Rth
[K/W] を算出して評価する。これと同様にインラミネート型バ
イパスダイオードについても、熱抵抗を求め、ラミネート後の
放熱特性を評価した。

4種類のダイオードを熱電対とともに太陽電池パネルにラ
ミネートした。これに定電流電源で定格電流10[A]を印加した
際のダイオードのカソード電極の温度を測定し、熱抵抗を求
めた。その結果、温度上昇は61.6[℃]で、その時の熱抵抗は
13.9[K/W]であった。これは、ジャンクションボックス内に内蔵
するタイプのバイパスダイオードと同程度の熱抵抗であった。

２ 市街地に適した設置法の開発
共同研究者間でブレインストーミングによるアイデア発想を

行い、市街地で想起される場所と建物を書き出した。その結
果、「市街地中心地」と「郊外」に大別された。「市街地中心
地」には駅前や商店街、「郊外」には、学校や公園があげら
れた。これを元に「駅や観光地などでの照明や案内表示板」
を使用シーンに選定した。
単結晶シリコン太陽電池は、直列接続されたセルに発電電

流量のばらつきが起こるとホットスポットが発生する。ホットス
ポットの発生を抑制するため、セルごとの模様の遮光面積が
均一な柄を検討し、伝統柄の「松」柄を選定した。
視認性を確認するため、小型太陽電池パネルのガラス面

にエポキシ樹脂でスクリーン印刷し、アルミ粉で蒔絵を施し
た。また、同じ柄を太陽電池パネルに加飾した場合のスケー
ルモデルを作成した。加飾により単色で無機質な印象の太
陽電池パネルに、見る人の目線を意識した加飾により華や
かな印象を持たせることができた。

単結晶シリコン太陽電池パネルを加飾した場合、セルごとの発電電流量にばらつきが発生すると、ホットスポットが発生する。
今後、模様が不均一な加飾を行った場合でもホットスポットが発生しにくい加飾技法を検討する。

・放熱性に優れたインラミネート型バイパスダイオードを
開発した。

・市街地向けに太陽電池パネルの表面を加飾した案内板を
考案した。
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太陽電池パネルにバイパスダイオードを内蔵させるために
は、セルとタブ線が重なった部分と同程度の厚さと発熱時の
放熱設計が必要となる。
そこで放熱性の向上を目指し、

樹脂で封止しない厚さ0.9mmの
バイパスダイオードを試作し、放
熱特性を測定した。
また、これを組み込んだ太陽電

池パネルの加飾デザインを考案
した。

実験研究の目的
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